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論　
　

文一
般
教
育
の
基
礎
概
念
に
関
す
る
考
察

― 

自
由
学
芸
と
教
育
学
の
連
続
的
把
握 

―

志
津
木　
　
　
　
　

敬

は
じ
め
に

　

大
学
のgeneral

は
、
大
学
の
学
問
の
進
歩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
知
識

alternatives

と
既
存
のuniversal

の
間
に
生
じ
る
不
適
応
・
衝
突
の
転
化
・

結
合
が
新
旧
文
化
要
素
間
の
相
互
適
応
を
は
か
る
文
化
的
統
合
と
か
み
合
っ
た
と

こ
ろ
に
生
ず
る（

１
）。

一
九
七
九
年
七
月
二
〇
日
に
南
青
山
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
一
般
教
育
学
会
設
立
準
備
委
員
会
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
「
一
般
教
育
の
研
究

領
域
及
び
研
究
問
題
」
に
よ
れ
ば
、「『
一
般general

』
の
意
味
」
は
、
一
般
教

育
の
概
念
定
義
に
先
立
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

２
）。

そ
れ
は
、
大
学
のgeneral

が

中
核
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
教
育
で
は
、
自
由
学
芸
（liberal arts
）

と
教
育
学
の
双
方
を
横
切
り
な
が
ら
新
旧
文
化
要
素
間
の
相
互
適
応
が
試
み
ら
れ

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
の
課
題
で
あ
る
学
士
課
程
へ
の

対
応
は
、
伝
統
的
学
部
・
学
科
等
に
お
け
る
対
応
に
等
し
い
。
そ
れ
は
、
伝
統
的

学
部
・
学
科
等
に
お
け
る
体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
へ
の
対
応
に
ほ
か
な
ら

ず
、
一
般
教
育
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
教
養
教
育
と
い
わ
れ
て
き

た
こ
と
に
関
す
る
検
討
が
伴
わ
れ
る
。

　

し
か
し
学
問
分
類
上
、
教
育
学
は
、
専
門
職
業
分
野
に
該
当
す
る
。
配
列

（sequence

）
と
範
囲
（scope

）
が
軸
に
据
え
ら
れ
る
点
で
は
、教
育
課
程
論
は
、

社
会
改
良
の
範
囲
と
の
関
連
性
が
生
ず
る
。
教
育
や
公
衆
衛
生
は
、
後
述
す
る
ア

メ
リ
カ
社
会
科
学
協
会
の
課
題
で
も
あ
っ
た
社
会
改
良
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
は
、
一
般
教
育
で
は
、
幅
広
い
範
囲
、
あ
る
い
は
領
域
に
お
い
て

新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適
応
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
一
方
で
は
、
教
育
学
が
新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適

応
の
対
象
範
囲
に
該
当
す
る
と
い
う
命
題
も
成
立
さ
せ
る
。
本
論
文
で
は
、
社
会

改
良
の
範
囲
と
教
育
課
程
論
と
社
会
学
、
さ
ら
に
は
教
育
社
会
学
の
対
照
性
に
手

掛
か
り
を
求
め
な
が
ら
、
一
般
教
育
の
基
礎
概
念
に
関
す
る
考
察
を
試
み
る
。
な

お
、
本
論
文
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
一
般
教
育
に
関
し
て
は
大
学
レ
ベ

ル
の
一
般
教
育
を
指
す
も
の
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
も
現
行
省
令

大
学
設
置
基
準
を
鑑
み
て
教
育
課
程
と
学
科
課
程
の
総
称
と
し
て
用
い
る
も
の
と

す
る
。
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１　

一
般
教
育

（
１
）
概
念
的
な
整
理

　

い
わ
ゆ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
直
前
、
わ
が
国
の
大
学
に
お
い
て
展
開
さ

れ
て
い
た
一
般
教
育
は
、
①
普
通
教
育
と
し
て
の
一
般
教
育
、
②
パ
イ
デ
ィ
ア
、

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
し
て
の
一
般
教
育
、
③
プ
ロ
ト
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て

の
一
般
教
育
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
一
般
教
育
、
と
し
て

概
念
的
な
整
理
が
可
能
で
あ
る
と
す
る（

３
）。

　

な
お
、
③
の
プ
ロ
ト
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
一
般
教
育
あ
る
い
は
イ
ン

タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
一
般
教
育
は
、
藤
沢
令
夫
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、

各
領
域
に
お
け
る
理
論
と
実
践
へ
の
回
帰
を
示
唆
す
る
「
学
問
の
原
方
向
性
」
に

立
脚
し
て
行
わ
れ
た
分
類
で
あ
る（

４
）。

　

関
正
夫
が
行
っ
た
分
類
は
、
新
し
い
大
学
教
育
の
検
討
で
あ
る
一
般
教
育
を
重

視
し
た
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ジ
ュ
エ
イ
ト
教
育
の
実
現
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
行
わ
れ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
当
初
か
ら
中
盤
に
か
け
て
課
題
と
さ
れ
た

大
学
の
ポ
ス
ト
大
衆
化
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
一
般
教
育
の
分
類
に
等
し
い
も
の

が
あ
る
。

　

し
か
し
一
般
教
育
は
、
大
衆
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
自
由
教
育
（Liberal 

Education

）
と
も
称
さ
れ
る
。
事
実
、
一
般
教
育
導
入
時
期
に
は
、（
１
）
職
業
、

主
と
し
て
生
計
の
た
め
に
必
要
な
職
業
生
活
の
準
備
を
目
的
と
す
る
教
育
に
対
す

る
意
味
を
も
っ
た
自
由
教
育
、
あ
る
い
は
教
養
教
育
、（
２
）
人
間
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
共
通
の
知
識
・
技
能
・
態
度
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
、
す
な
わ

ち
専
門
化
・
特
殊
化
し
て
い
な
い
共
通
の
生
活
機
能
・
要
素
を
獲
得
す
る
教
育
、

と
い
う
紹
介
が
存
在
す
る（

５
）。

　

こ
の
う
ち
、（
２
）
の
人
間
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
共
通
の
知
識
・
技
能
・

態
度
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
、
す
な
わ
ち
専
門
化
・
特
殊
化
し
て
い
な
い
共
通

の
生
活
機
能
・
要
素
を
獲
得
す
る
教
育
は
、
基
礎
陶
冶
と
さ
れ
、
①
の
普
通
教
育

と
し
て
の
一
般
教
育
の
趣
旨
と
さ
れ
た
学
生
の
発
達
論
が
基
礎
陶
冶
と
高
次
の
一

般
陶
冶
の
連
続
性
に
依
拠
し
た
分
類
に
な
る
。
③
の
プ
ロ
ト
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と

し
て
の
一
般
教
育
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
一
般
教
育
が
意

味
す
る
過
度
の
専
門
分
化
の
阻
止
と
全
体
性
へ
の
回
復
の
指
向
は
、
一
般
教
育
に

関
す
る
研
究
活
動
が
建
前
上
で
は
建
設
的
批
判
主
義
に
基
づ
き
な
が
ら
展
開
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

一
般
教
育
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
教
育
を
社
会
と
の
緊

密
な
関
係
に
お
く
と
い
う
思
想
に
由
来
し
て
い
る（

６
）。

　

善
良
な
る
市
民
性
と
公
民
的
能
率
の
並
列
的
な
配
置
に
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、一
般
教
育
導
入
時
期
に
唱
導
さ
れ
た
良
き
市
民
（good citizen

）
の
特
徴
は
、

良
き
人
間
と
の
連
続
的
な
把
握
に
求
め
ら
れ
る
。
良
き
市
民
と
良
き
人
間
の
連
続

的
な
把
握
は
、
社
会
的
能
率
の
広
い
意
味
で
あ
る
生
活
の
諸
経
験
を
能
動
的
に
ま

す
ま
す
多
く
の
人
び
と
に
伝
達
す
る
姿
勢
を
通
じ
て
生
ず
る
。
ア
ク
セ
ス
の
拡
大

か
ら
す
る
限
り
、
高
度
情
報
化
社
会
や
成
熟
化
社
会
は
、
前
述
し
た
基
礎
陶
冶
と

高
次
の
一
般
陶
冶
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ
た
自
由
教
育
、
あ
る
い
は
教
養
教
育

が
要
請
さ
れ
る
。
一
般
教
育
と
い
う
概
念
の
由
来
で
あ
る
教
育
を
社
会
と
の
緊
密

な
関
係
に
お
く
と
い
う
思
想
は
、
社
会
過
程
と
教
育
過
程
の
交
差
に
着
目
し
た
効

果
的
な
文
化
的
再
統
合
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
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（
２
）「
大
学
の
倫
理
」

　

関
正
夫
は
、
一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
五
年
に
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す

る
レ
ビ
ュ
ー
を
発
表
し
て
い
る（

７
）。

こ
の
う
ち
、
後
者
で
あ
る
二
〇
〇
五
年
の
大
学

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
一

環
と
し
て
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

①
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
系
・
学
際
系
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
②
人
文
科
学

系
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
③
理
学
系
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
④
工

学
系
分
野
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
に
大
別
さ
れ
る（

８
）。

学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
の
う
ち
、
②
の
人
文
科
学
系
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
③
の
理
学
系
分
野

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
④
の
工
学
系
分
野
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
し
て
は
、

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
‥Japan A
ccreditation Board 

for Engineering Education

）
の
「
技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
像
」、
金
沢
工

業
大
学
の
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
新
工
学
知
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
に
関
し
て
は
、
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
、
一
般
教
育

の
消
滅
と
教
養
教
育
の
展
開
と
い
う
状
況
の
も
と
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た（

９
）。

一
般

教
育
の
消
滅
と
教
養
教
育
の
展
開
は
、
客
観
的
な
総
括
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
日
本
の
大
学
か
ら
一
般
教
育
が
一
斉
に
一
瞬
の
よ
う
に
消
滅
し
た
現
象

を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
「
大
学
の
倫
理
」
の
欠
落
が

も
た
ら
し
た
社
会
的
現
象
と
も
言
い
得
る
も
の
が
あ
る
。

　

関
正
夫
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
発
表
し
た
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関

す
る
レ
ビ
ュ
ー
は
当
初
、
二
〇
〇
三
年
の
発
表
予
定
で
あ
っ
た

）
（1
（

。
松
浦
良
充
は
同

時
期
、
以
下
に
挙
げ
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る

）
（（
（

。

　
　

 『
も
と
も
と
、「
教
養
」
形
成
は
や
は
り
、
大
学
・
高
等
教
育
改
革
の
文
脈
に

お
い
て
論
議
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
一
年
の
大
学

設
置
基
準
の
改
正
に
よ
っ
て
、
一
般
教
育
／
専
門
教
育
の
科
目
区
分
が
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
新
制
大
学
の
根
幹
を
な
す
理
念

と
制
度
で
あ
っ
た
一
般
教
育
は
、
法
令
用
語
と
し
て
は
姿
を
消
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
論
議
の
準
拠
枠
と
し
て
の
概
念
的
有
効
性
も
急
速
に
失
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
し
て
こ
の
用
語
に
か
わ
り
登
場
し
た
の
が「
教

養
教
育
」
で
あ
る
…
…
こ
の
語
は
、
九
一
年
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
後
、

教
養
部
の
廃
止
・
改
組
を
始
め
と
す
る
改
革
が
進
行
す
る
な
か
で
（
お
そ
ら

く「
一
般
教
育
」に
変
わ
る
概
念
と
し
て
）本
格
的
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ

た
、
と
い
う
こ
と
を
仮
説
的
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
』

　

大
学
審
議
会
が
い
わ
ゆ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
当
初
の
「
一
般
教
育
等
の

理
念
・
目
標
の
実
現
」
か
ら
「
国
民
的
な
教
養
教
育
」
へ
の
転
換
を
行
っ
た
の
は
、

一
九
九
七
年
十
二
月
十
八
日
の
答
申
『
高
等
教
育
の
一
層
の
改
善
に
つ
い
て
』
以

降
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
大
学
審
議
会
答
申
『
高
等
教
育
の
一
層
の
改
善
に
つ

い
て
』
の
審
議
は
、
一
九
九
五
年
度
の
開
始
で
あ
る

）
（1
（

。

　

昨
今
、
共
通
教
育
に
お
い
て
教
育
内
容
と
さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
や

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
、
学
習
成
果
、
あ
る
い
は
到

達
度
と
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
六
月
十
九
日
に
調
印
さ
れ

た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
や
二
〇
〇
五
年
度
の
全
米
カ
レ
ッ
ジ
・
大
学
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｃ

＆
Ｕ
：A

ssociation of A
m

erican Colleges &
 U

niversities

）
に
よ
る
報
告

書
『
教
養
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
』
以
降
、
顕
著
に
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
の
関

連
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
共
通
教
育
の
特
徴
は
、
相
互
互
換
性
に
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求
め
ら
れ
る
教
育
で
も
あ
る
。

　

共
通
教
育
は
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
四
日
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
『
学

士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
』
以
降
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
質
保
障
と
の
関
連
性
も
あ
り
、
同
答
申
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
何
を
教

え
る
の
か
」
か
ら
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
」
へ
の
転
換
は
、
関
係
者
で
は

広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
」
へ
の
転
換
は
、

「
何
を
教
え
る
の
か
」
と
の
間
の
結
合
能
力
と
と
も
に
、
俯
瞰
能
力
、
あ
る
い
は

学
習
転
移
の
課
題
で
あ
る
直
接
の
効
果
性
と
遠
距
離
性
が
伴
わ
れ
る
問
題
で
も
あ

る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
等
に
お
け
る
専
門
科
目
の
学
習
を
通
じ
て

行
う
実
践
的
な
訓
練
へ
の
拡
充
に
至
っ
て
は
、
昨
今
の
自
由
教
育
に
お
け
る
一
般

教
育
へ
の
接
近
と
と
も
に
、
前
述
し
た
一
般
教
育
の
意
味
の
な
か
に
含
ま
れ
る
基

礎
陶
冶
と
高
次
の
一
般
陶
冶
の
連
続
性
と
の
関
連
性
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
性
質

を
も
っ
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
発
展
段
階
説
の
特
徴
は
、
前
段
階
の

諸
形
態
や
機
能
の
存
続
、
あ
る
い
は
継
承
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
養
教
育
の
ア
ウ

ト
カ
ム
の
項
目
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
文
化
と
自
然
に
関
す
る
知
識
に
お
け
る
科

学
、
社
会
科
学
、
人
文
学
は
、
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
大

き
な
文
化
領
域
に
該
当
す
る
。
現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
第
十
九
条
第
２
項
「
総

合
的
な
判
断
力
」
に
し
て
も
、
一
般
教
育
に
関
す
る
事
実
上
の
規
定
で
あ
り
、
各

大
学
等
に
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
一
般
教
育
の
役
割
と
機
能
に
関
す

る
再
検
討
を
要
請
し
た
条
項
で
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以

降
の
動
向
は
、
一
般
教
育
が
「
大
学
の
倫
理
」
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

２　

対
照
性

（
１
）
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程

　

一
九
四
六
年
三
月
三
十
一
日
に
提
出
さ
れ
た
第
一
次
米
国
教
育
使
節
団
の
勧
告

で
は
、
一
般
教
育
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
科
目
の
選
定
な
ら
び
に
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
関

す
る
問
題
で
も
あ
る
。
大
學
基
準
協
會
一
般
教
育
研
究
委
員
會
は
、
一
九
四
九
年

と
一
九
五
〇
年
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

）
（1
（

。

　
　

 『
大
學
基
準
に
よ
れ
ば
、
一
般
教
養
科
目
は
、
人
文
科
學
、
社
会
科
學
、
自

然
科
学
の
三
系
列
に
分
れ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
に
數
科
目
か
ら
十
科

目
程
度
の
科
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
如
何
様
に
選
り
出
し
て
均
整

の
取
れ
た
課
程
を
編
成
す
る
か
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
基
準
に
示
さ
れ
た

三
系
列
か
ら
た
だ
機
械
的
に
科
目
を
選
定
し
て
並
べ
た
だ
け
で
は
、
決
し
て

一
般
教
育
の
目
的
に
適
合
し
た
課
程
は
出
来
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
に
は
先
ず

各
系
列
の
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
を
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
然
る
後

に
三
系
列
相
互
の
均
衡
を
図
り
、
學
年
配
当
、
基
他
必
修
・
選
擇
・
自
由
科

目
等
の
區
別
の
如
き
點
を
考
慮
し
て
課
程
を
編
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
人
文
科
學
關
係
に
於
て
は
、
哲
学
的
グ
ル
ー
プ
、
歴
史
的
グ
ル
ー
プ
、
文

學
藝
術
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
う
に
分
れ
、
社
會
科
學
關
係
に
於
て
は
、
法

學
、
政
治
學
、
経
済
學
、
社
会
學
の
四
科
目
は
不
可
缺
の
も
の
と
見
ら
れ
、

自
然
科
學
關
係
に
於
て
は
、
数
學
的
グ
ル
ー
プ
、
生
物
學
的
グ
ル
ー
プ
と
い

う
具
体
に
一
應
分
た
れ
よ
う
。
か
か
る
グ
ル
ー
プ
別
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の

他
の
科
目
を
選
定
し
、
教
授
並
び
に
指
導
方
法
を
考
慮
し
て
課
程
を
編
成
す
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る
わ
け
で
あ
る
。
尤
も
場
合
に
よ
っ
て
は
以
上
の
如
き
学
問
分
野
別
を
撤
廃

し
て
、
独
自
の
構
想
の
下
に
編
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
』

　

独
自
の
構
想
の
下
に
編
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指

摘
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
一
般
教
育
の
目
的
に
適
合
し
た
課
程
と
一
般
教
養

科
目
の
関
係
が
グ
ル
ー
プ
別
を
基
礎
と
し
、
大
学
基
準
に
示
さ
れ
た
三
系
列
か
ら

た
だ
機
械
的
に
科
目
を
選
定
し
て
並
べ
た
だ
け
で
は
成
立
し
な
い
と
も
要
約
で
き

る
。

　

そ
れ
よ
り
以
前
の
一
九
四
七
年
五
月
末
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
大
学
基

準
協
会
工
学
部
部
会
『
用
語
の
定
義
（
案
） 

― 

一
九
四
七
年
五
月
末
作
成
（
推

定
） 

― 

』
で
は
、「
一
般
教
養
科
目
は
社
会
科
学
人
文
科
学
及
び
自
然
科
学
に

属
す
る
科
目
で
あ
つ
て
学
生
の
一
般
教
育
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
科
目
を
い
ふ
」

と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
度
に
は
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
に

よ
っ
て
「
新
制
大
学
に
於
け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
履
修
／
新
制
大
学
に
於

け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
連
絡
」
が
作
成
さ
れ
た

）
（1
（

。

　

大
学
設
置
審
議
会
に
よ
る
四
種
類
の
学
位
の
審
議
、
照
会
も
同
時
期
に
行
わ
れ

て
い
る
。
一
連
の
経
緯
は
、
新
制
大
学
の
教
育
課
程
に
お
け
る
一
般
教
育
導
入
が

カ
レ
ッ
ジ
構
想
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
一
般
教
養
科

目
や
一
般
教
育
科
目
が
一
般
教
育
の
機
能
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
い
得
る
。

学
部
・
学
科
ご
と
の
無
関
係
な
乱
立
の
防
止
や
教
科
内
容
の
個
人
的
な
興
味
か
ら

の
回
避
で
は
、
一
般
教
育
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
広
領
域
化
に
関

す
る
中
核
的
原
理
と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

安
彦
忠
彦
は
、
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（broad filed curriculum

）
の
事

例
と
し
て
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の「
人
文
科
学
」「
社
会
科
学
」

「
自
然
科
学
」
を
挙
げ
て
い
る

）
（1
（

。

　

広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
至
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
類
型
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
融
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（fused 

curriculum

）
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
た
教
科
の
枠
を
取
り
外
す
考
え
か
た
を
す

べ
て
の
分
野
に
拡
大
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
存
在
す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
統
合

の
類
型
、
さ
ら
に
移
行
過
程
は
、
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
→
相
関
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
→

融
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
→
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
→
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
さ
れ

る
。

　

新
制
大
学
へ
の
移
行
に
伴
う
教
育
課
程
に
お
け
る
一
般
教
育
導
入
は
、
広
領
域

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
た
旧
制
高
等
学
校
を
始
め
と
す
る
旧
制
諸
学
校
に
お
け
る

学
科
目
の
再
編
成
と
も
言
い
得
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
広
領
域
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
カ
レ
ッ
ジ
構
想
の
具
体
的
な
方
法
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
等
し
い
。

　

一
般
教
育
「
社
会
学
」
は
、
社
会
思
想
史
で
は
な
く
、
社
会
学
全
体
と
の
関
連

づ
け
が
強
調
さ
れ
る
。
宇
賀
博
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
学
は
、
社

会
科
学
か
ら
特
殊
社
会
科
学
が
分
離
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
最
後
に
現
れ
た
と
さ

れ
る

）
（1
（

。
ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
諸
派
の
成
立
の
対
象
に
は
、
人
類
学
、
経
済
学
、
法

律
学
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
社
会
学
、
文
明
史
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
（1
（

。
も
っ
と
も
、

ア
メ
リ
カ
社
会
科
学
諸
派
の
成
立
の
対
象
は
、
一
八
六
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
社
会
科
学
協
会
の
対
象
領
域
、
お
よ
び
活
動
範
囲
に
溯
ら
れ
る
性
質
を
も
っ

て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
学
が
自
己
限
定

を
心
掛
け
な
が
ら
も
、
文
明
史
や
歴
史
学
、
経
済
学
、
政
治
学
に
関
す
る
広
い
視

野
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
命
題
も
成
立
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
、
社
会
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学
が
社
会
科
学
の
主
な
後
継
者（its chief successor

）で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、

総
合
・
統
合
性
の
確
保
が
要
請
さ
れ
る
学
問
領
域
で
も
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
般
社
会
学
で
は
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
個
別
化
的
認
識
、

あ
る
い
は
道
徳
哲
学
と
の
再
統
合
の
媒
介
原
理
と
し
て
一
般
教
育
が
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
社
会
科
学
系
列
／
社
会
学
分
野
と
開
講
科
目
の
対
応
関
係

に
は
、
後
述
す
る
中
間
領
域
も
含
ま
れ
る
。
統
合
さ
れ
た
精
神
（integrated 

m
ind

）
と
統
合
し
続
け
る
精
神
（integrating m

ind

）
の
再
確
認
が
要
請
さ
れ

る
点
で
は
、
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
問
領
域
の
再
編
成
に
止
ま
ら
ず
、
新
し

い
学
問
領
域
の
構
成
に
及
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
類
型
に
等
し
い
。
い
わ
ゆ
る
各
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
学
レ
ベ
ル
の
一
般
教
育
に

関
し
て
は
、
大
学
一
般
教
育
と
も
称
さ
れ
る
。
前
述
し
た
一
般
教
育
に
関
す
る
研

究
活
動
に
し
て
も
、
文
理
学
部
系
統
に
該
当
す
る
教
員
た
ち
を
中
心
に
し
て
着
手

さ
れ
て
い
る
。
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
統
合
の
移
行

過
程
に
即
し
て
捉
え
切
れ
な
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　

教
育
課
程
論
と
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
は
、
個
々

の
研
究
や
実
践
に
つ
い
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
上
の
位
置
づ
け
が
あ
い
ま
い
で

あ
り
、
外
国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
に
つ
い
て
の
研
究
書
や
日
本
に
お
け
る
学
校

を
単
位
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
教
科
教
育
を
軸
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
な
ど
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
類
上
の
ど
の
類
型
の
問
題
な
の
か
と
い
う
共
通
認
識

に
な
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
個
々
の
研
究
の
成
果
が
先
行
す
る
研
究
に

積
み
重
ね
ら
れ
る
研
究
形
態
に
は
な
っ
て
い
な
い

）
（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
知

識
の
組
織
的
一
団
に
お
け
る
探
究
様
式
の
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
研
究
領
域
で
あ

り
な
が
ら
も
、
人
間
が
説
明
を
試
み
て
き
た
一
連
の
対
象
と
現
象
を
踏
ま
え
た
展

開
が
要
請
さ
れ
る
研
究
形
態
で
も
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。ち
な
み
に
、

一
九
五
八
年
十
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
北
海
道
学
芸
大
学
旭
川
分
校
に
て
開

催
さ
れ
た
第
８
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
総
会
に
お
い
て
大

学
基
準
協
会
第
二
次
一
般
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
佐
々
木
吉
郎
が

行
っ
た
講
演 

「
一
般
教
育
の
今
後
の
あ
り
方
」 

に
は
、 「
日
本
で
はSpecialist

を

非
常
に
狭
く
解
し
て
い
る
の
が
真
のSpecialist

は
そ
う
言
う
も
の
で
は
な
く
万

般
の
知
識
を
綜
合
し
て
使
う
人
が
真
のSpecialist

で
あ
り
小
さ
な
分
野
に
止
ま

つ
て
い
る
の
はSpecialist

で
は
な
い
。
そ
う
言
う
講
義
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
」

と
い
う
記
録
が
存
在
す
る

）
（1
（

。

（
２
）
学
科
課
程
と
教
育
課
程
の
混
在

　

新
制
大
学
各
学
部
に
お
け
る
教
育
課
程
は
、
学
科
課
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た

）
11
（

。

　

一
般
教
養
と
専
門
教
養
か
ら
一
般
教
育
科
目
と
専
門
教
育
科
目
へ
の
変
更
が
行

わ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
六
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
大
学
基
準
協
会
「
大
学

基
準
」
改
訂
以
降
で
あ
る
。
旧
制
の
積
算
基
準
の
継
承
な
ど
が
関
係
し
た
こ
と
も

あ
り
、
一
般
教
育
科
目
と
専
門
教
育
科
目
は
、
一
九
五
六
年
十
月
二
十
二
日
の
省

令
大
学
設
置
基
準
公
布
に
際
し
て
も
継
承
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
省
令
大
学
設
置

基
準
公
布
と
同
時
に
行
わ
れ
た
基
礎
教
育
科
目
導
入
は
、
い
わ
ゆ
る
前
期
課
程
に

お
け
る
専
門
基
礎
教
育
の
導
入
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
直
後
で
あ
る
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
総
合
・
統
合
が
三
系
列
、

お
よ
び
三
分
野
均
等
履
修
を
支
え
て
き
た
均
衡
原
理
か
ら
の
転
換
原
理
と
し
て
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
一
般
教
育
の
総
合
コ
ー
ス
化
に
も
う
か
が
え
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る
よ
う
に
、
総
合
・
統
合
へ
の
注
目
は
、
単
一
科
目
に
お
け
る
概
論
講
義
化
か
ら

の
脱
却
、
あ
る
い
は
基
礎
教
育
科
目
導
入
に
伴
う
折
衷
案
的
な
解
決
策
と
い
う
側

面
も
否
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

新
制
大
学
各
学
部
に
お
け
る
教
育
課
程
に
お
け
る
学
科
課
程
と
し
て
の
位
置
づ

け
に
関
し
て
は
、
日
本
的
に
根
本
的
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
研
究

の
余
地
が
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
1（
（

。
事
実
、
前
述
し
た
一
般
教
育

の
総
合
コ
ー
ス
化
に
関
し
て
は
、
系
列
内
、
あ
る
い
は
系
列
間
統
合
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

旧
省
令
大
学
設
置
基
準
に
お
け
る
専
門
教
育
の
英
訳
はprofessional 

education

と
と
も
に
、specialized education

が
用
い
ら
れ
て
き
た

）
11
（

。

specialized education

で
は
、
一
般
的
な
共
通
な
教
育
か
ら
専
門
分
化
す
る
過

程
が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
名
が
な
く
な
り
大
き

な
文
化
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
る

）
11
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
履
修
原
理
に
よ
る
類
型

で
は
な
く
構
成
原
理
に
よ
る
類
型
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
一
般
教
育
が
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
広
領
域
化
に
関
す
る

中
核
的
原
理
と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
裏
づ
け
さ
せ
る
。
新
制
大
学
各
学
部
に

お
け
る
教
育
課
程
に
関
し
て
は
、
学
科
課
程
と
教
育
課
程
の
双
方
が
混
在
し
、
学

科
課
程
と
教
育
課
程
の
双
方
が
混
在
し
て
い
る
状
況
の
克
服
に
研
究
の
余
地
が
求

め
ら
れ
る

）
11
（

。

　

学
習
経
験
の
個
人
的
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
問
題
へ
の
焦
点
づ
け
で
は
、
い
わ

ゆ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
、
多
く
の
大
学
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
主
題

別
科
目
は
、
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
該
当
す
る
。
現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
に

お
い
て
指
摘
さ
れ
る
学
科
課
程
の
あ
り
方
は
、
教
育
課
程
と
学
科
課
程
の
併
記
に

対
応
し
た
指
摘
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
学
科
課
程
と
教
育

課
程
の
双
方
が
混
在
し
て
い
る
状
況
の
克
服
は
今
日
に
お
い
て
も
依
然
、
新
制
大

学
各
学
部
に
お
け
る
教
育
課
程
に
関
す
る
研
究
の
余
地
に
関
す
る
観
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

（
３
）
教
育
社
会
学

　

ヘ
ル
バ
ル
ト
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
教
育
学
は
主
と
し
て
、
心
理
学
と
倫

理
学
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
き
た

）
11
（

。
人
間
形
成
と
社
会
形
成
の
相
互
作
用
性
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
昨
今
で
は
、
教
育
学
を
構
成
す
る
学
問
領
域
に

は
、
社
会
学
も
加
え
ら
れ
る
必
要
が
高
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
わ
が
国
に
お
い
て
社
会
学
研
究
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
社
会
学
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
本
格
化
し
た
。
そ
の
こ
と
に
も
う
か
が
え

る
よ
う
に
、
社
会
学
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
学
制
改
革
以
降
、
加
わ
っ
た
領

域
に
等
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
事
実
、
教
育
社
会
学
の
制
度
化
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
学
制
改
革
以
降
に
着
手
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
社
会
学
に
お
け
る
制
度
化
の
過
程
は
、
教
育
社
会
学
（educational 

sociology

）
か
ら
教
育
の
社
会
学
（sociology of education

）
へ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
シ
フ
ト
、
お
よ
び
そ
の
発
展
と
も
言
い
得
る
経
緯
を
た
ど
っ
た
。
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
シ
フ
ト
、お
よ
び
そ
の
発
展
の
結
果
、わ
が
国
に
お
け
る
教
育
社
会
学
は
デ
ー

タ
ー
を
収
集
し
、
仮
説
を
検
証
す
る
と
い
う
方
法
論
が
重
視
さ
れ
、
親
学
問
で
あ

る
日
本
の
社
会
学
を
経
由
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

）
11
（

。

　

中
等
後
教
育
機
関
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
教
育
社
会
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・

シ
フ
ト
は
、
教
育
人
口
の
拡
大
に
伴
う
社
会
生
活
に
お
け
る
機
能
的
側
面
の
強
化
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と
対
応
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
教
育
人
口
の
拡
大
に
伴
う
社
会
生
活
に
お
け
る
機

能
的
側
面
の
強
化
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
構
成
要
素
の
強
化
が
伴
わ
れ
る
こ
と

を
も
示
唆
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
般
教
育
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
教
養

教
育
と
い
わ
れ
て
き
た
。
教
育
課
程
は
教
育
目
的
・
教
育
方
法
と
と
も
に
、
教
育

社
会
学
（educational sociology

）
に
お
け
る
応
用
対
象
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る

）
11
（

。
中
範
囲
の
理
論（theory of m

iddle range

）に
該
当
す
る
点
で
は
、

教
育
課
程
の
編
成
・
構
成
に
関
し
て
は
巨
視
的
な
視
点
と
微
視
的
な
視
点
の
双
方

が
伴
わ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
社
会
学
的
な
知
見
の
応
用
が
依
然
と
し
て
要
請
さ

れ
る
。

　

教
育
社
会
学
に
お
け
る
応
用
的
な
性
格
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

黎
明
期
の
教
育
社
会
学（educational sociology
）が「
教
師
の
た
め
の
社
会
学
」

と
さ
れ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
「
教
師
の
た

め
の
社
会
学
」
の
対
象
は
、
教
員
養
成
の
大
学
や
専
門
学
校
の
講
義
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
教
育
の
社
会
学
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
に
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
教
育
社
会
学
会
の
英
文
名
称
は
依
然
と
し
て
、educational sociology
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
黎
明
期
の
教
育
社
会
学
に
見
受
け
ら
れ
た
「
教
師
の
た
め
の
社

会
学
」
は
、
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
の
浸
透
と
と
も
に
「
大
学
関
係
者
の
た

め
の
社
会
学
」が
切
実
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
見
解
も
成
立
さ
せ
る
。

　

社
会
の
共
同
生
活
、
あ
る
い
は
社
会
構
造
の
解
明
が
主
要
研
究
対
象
と
さ
れ
る

こ
と
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
社
会
学
（sociology

）
は
、
専
門
分
化
し
た

哲
学
の
危
機
を
補
完
す
る
機
能
を
も
つ
学
問
と
し
て
期
待
さ
れ
た

）
11
（

。
し
か
し
そ
れ

は
一
方
で
は
、
社
会
学
が
専
門
分
化
し
、
ひ
い
て
は
特
殊
社
会
学
が
一
定
の
社
会

科
学
原
理
に
基
づ
い
た
理
論
構
成
も
不
可
能
で
は
な
い
。
教
育
社
会
学
は
、
普
遍

化
的
認
識
と
個
別
化
的
認
識
の
統
合
も
さ
る
こ
と
が
ら
、
応
用
社
会
学
（applied 

sociology

）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
基
礎
的
社
会
学
と
応
用
社
会
学
が
出
会
い
、

絡
み
合
う
現
実
的
な
接
合
点
を
調
べ
る
と
い
う
発
想
も
求
め
ら
れ
る

）
11
（

。

　

現
代
の
大
学
研
究
の
主
流
で
あ
る
高
等
教
育
の
社
会
学
（sociology of 

higher education

）、
あ
る
い
は
科
学
社
会
学
（sociology of science

）
は
、

教
育
の
社
会
学
に
お
け
る
研
究
対
象
の
拡
大
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
。た
と
え
ば
、

教
育
の
社
会
学
の
主
要
な
研
究
領
域
の
ひ
と
つ
に
発
展
す
る
学
歴
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
入
試
制
度
か
ら
就
職
問
題
、
社
会
移
動
、
エ
リ
ー
ト
養
成
、
さ
ら
に
は
学
歴

の
経
済
価
値
の
問
題
に
至
る
大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
る

）
11
（

。
昨
今
の
地
域
社

会
と
の
関
連
性
の
強
化
は
、
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
に
は
以
前
に
も
増
し
て

高
次
の
計
画
性
が
伴
わ
れ
る
。と
り
わ
け
、そ
の
中
核
で
あ
る
学
士
課
程
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
編
成
と
構
成
に
関
し
て
は
、
複
数
学
部
の
協
力
が
要
請
さ
れ
る
性
質
を

も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
当
該
大
学
等
に
お
け
る
分
業
と
共
同
の

関
係
の
前
提
で
あ
るspecial

とprofessional

、general

の
再
確
認
は
も
と
よ

り
、社
会
改
良
の
範
囲
と
の
対
照
性
が
問
わ
れ
る
。
後
述
す
る
一
般
教
育
「
教
育
」

に
は
、
教
育
が
万
人
の
も
の
と
い
う
発
想
が
認
め
ら
れ
る
。
教
育
社
会
学
に
お
け

る
制
度
化
の
過
程
で
生
じ
た
教
育
社
会
学
（educational sociology

）
か
ら
教

育
の
社
会
学
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
、
お
よ
び
そ
の
発
展
は
、
大
学
関
係
者

の
間
に
お
い
て
広
く
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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３　

考
察

（
１
）
一
般
教
育
導
入
と
の
関
連
性

　

ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
制
度
が
開
発
し
た
制
度
や
機
能
の
追
随
、
踏
襲
、
移
植

に
は
、
一
般
教
育
、
教
養
部
（
教
養
学
部
の
日
本
版
）、
単
位
制
、
単
位
累
積
加

算
制
度
、
転
学
制
度
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
度
、
シ
ラ
バ
ス
、
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
任
期
制
度
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

）
1（
（

。

ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
制
度
が
開
発
し
た
制
度
や
機
能
の
う
ち
、
シ
ラ
バ
ス
、
単

位
制
度
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
、
教
授
法
、
教
育
課
程
、
コ
ー
ス
・
プ
ラ
ン
、

評
価
、
学
士
課
程
、
あ
る
い
は
質
保
証
や
到
達
度
と
関
連
性
が
あ
る
達
成
度
は
い

ず
れ
も
、
一
般
教
育
導
入
時
期
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改

革
に
お
け
る
中
核
的
な
用
語
は
、
一
般
教
育
導
入
と
の
関
連
性
に
お
い
て
理
解
す

る
必
要
が
高
い
教
育
学
用
語
で
も
あ
る
。

　

大
学
設
置
基
準
の
省
令
化
以
前
、
一
般
教
育
社
会
科
学
系
列
に
お
け
る
設
置
科

目
に
は
、「
教
育
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
般
教
育
「
教
育
」
は
、
学
生
の
人
間

形
成
を
め
ざ
し
教
育
学
の
社
会
科
学
的
基
礎
づ
け
、
広
義
の
人
文
科
学
に
お
け
る

位
置
づ
け
を
は
か
る
と
と
も
に
、
教
育
と
隣
接
諸
科
学
の
中
間
領
域
の
開
拓
を
志

す
と
こ
ろ
に
「
教
育
原
理
」
の
相
違
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る

）
11
（

。
こ
の
う
ち
、
社

会
科
学
的
基
礎
づ
け
や
広
義
の
人
文
科
学
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
教
育
と
隣
接
諸

科
学
の
中
間
領
域
の
開
拓
は
、
一
般
教
育
「
教
育
」
が
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ズ
の
意
味

で
あ
る
学
問
の
構
造
、
お
よ
び
連
環
性
を
基
盤
と
し
た
う
え
で
成
立
す
る
と
と
も

に
、
前
述
し
た
教
育
学
が
新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適
応
の
範
囲
の
対
象
に
該

当
す
る
と
い
う
命
題
の
成
立
を
裏
づ
け
さ
せ
る

）
11
（

。

　

制
約
が
極
め
て
多
か
っ
た
状
況
下
に
お
い
て
教
員
養
成
改
革
が
行
わ
れ
た
と

い
う
側
面
が
見
逃
せ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
国
立
大
学
に
お
い
て
一
般
教
育
責

任
学
部
と
さ
れ
た
文
理
学
部
や
学
芸
学
部
は
、
自
由
学
芸
と
教
育
学
の
提
携
関
係

を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
知
識
社
会
学
に
お
け
る
意
味
指
向
的
行
為

（D
assinorienietiere H

andelen

）
に
し
て
も
、
特
定
の
社
会
領
域
に
お
い
て

対
立
す
る
要
素
と
自
己
を
関
連
づ
け
な
が
ら
生
成
さ
れ
る

）
11
（

。
前
述
し
た
現
実
的
な

接
点
を
調
べ
る
と
い
う
発
想
は
現
実
的
な
接
点
の
追
求
を
通
じ
て
生
ず
る
発
想
で

あ
り
、
変
動
に
は
幅
と
段
階
が
伴
わ
れ
る
。
事
実
、
変
動
社
会
に
お
け
る
変
動
は
、

空
間
的
・
時
間
的
な
ひ
ろ
が
り
、
強
さ
・
急
激
性
に
分
類
さ
れ
る

）
11
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
は
、
伝
統

的
学
部
・
学
科
等
に
お
け
る
学
士
課
程
へ
の
対
応
に
等
し
い
。
伝
統
的
学
部
・
学

科
等
に
は
当
然
な
が
ら
、
工
学
部
や
医
学
部
、
法
学
部
な
ど
に
う
か
が
え
る
専
門

職
学
部
も
含
ま
れ
る
。
学
問
の
全
体
性
の
回
復
で
も
あ
る
点
で
は
、
新
旧
文
化

諸
要
素
間
の
相
互
適
応
に
際
し
て
は
、「
学
生
の
自
己
教
育
（self-directed 

learning

）」
や
意
味
探
求
学
習
、
文
脈
学
習
（contextual learning

）
の
目
的

で
あ
る
実
質
陶
冶
も
視
野
に
入
れ
た
教
授
＝
学
習
過
程
の
創
造
が
課
題
に
な
る
。

一
般
教
育
の
基
礎
概
念
は
、
自
由
学
芸
と
教
育
学
の
連
続
的
把
握
と
見
做
す
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
以
下
の
二
点
が
さ
ら
に
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

　

ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
段
階
発
展
説
は
、
前
段
階
の
諸
形
態
や
機
能
の
発
展
段
階

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の
意
味
で
は
、ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
段
階
発
展
説
は
、「
構

造
＝
歴
史
理
論
」（structural-historical theory

）
が
含
意
さ
れ
た
社
会
学
理
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論
で
あ
る

）
11
（

。

　

い
わ
ゆ
る
「
学
問
の
府
」
が
端
的
に
表
し
て
い
る
こ
と
に
も
う
か
が
い
知
れ
る

よ
う
に
、
大
学
は
、
教
育
と
研
究
の
関
係
が
依
然
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
事
実
、

高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
原
理
化
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化

は
、
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
に
お
け
る
外
的
圧
力
と
と
も
に
、
学
問
の
発
展

に
伴
う
学
問
の
再
編
成
や
大
学
組
織
の
再
編
成
に
う
か
が
え
る
内
的
圧
力
も
発
生

さ
せ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
諸
動
向
の
展
開
は
、
高
等
教
育
研
究
（research of higher 

education

）も
例
外
で
は
な
く
、ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
発
展
段
階
説
に
関
し
て
も
、

社
会
学
的
な
意
味
に
お
け
る
普
遍
性
、
あ
る
い
は
仮
説
の
有
効
性
に
関
す
る
欠
如

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
発
展
段
階
説
に
対
す
る
批
判
的
検
討
と
し
て
は
、
高
等
教

育
研
究
に
お
け
る
社
会
学
理
論
一
般
と
の
接
続
や
知
識
モ
デ
ル
が
挙
げ
ら
れ
る

）
11
（

。

前
者
は
ミ
ル
ズ
の
「
社
会
学
的
想
像
力
」
を
手
掛
か
り
に
し
た
ギ
デ
ン
ズ
に
う
か

が
え
る
自
己
再
帰
性
に
着
目
し
た
現
代
社
会
学
理
論
と
の
接
続
で
あ
り
、
後
者
は

ベ
ン
＝
デ
ー
ビ
ッ
ト
や
マ
ー
ト
ン
な
ど
に
う
か
が
え
る
科
学
社
会
学
を
通
じ
た
科

学
的
知
識
、
専
門
分
野
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
知
識
の
性
格
と
機
能
に
着
目
し
た

と
こ
ろ
に
特
徴
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
後
者
の
知
識
モ
デ
ル
（K

now
ledge M

odel

）
に
関
し
て
は
、

国
際
比
較
研
究
の
方
法
論
的
な
枠
組
か
ら
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
の
対
比
を
通
じ
て
構

築
さ
れ
た
。
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル
の
分
類
と
対
比
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る

）
11
（

。

　

専
門
分
野
は
高
等
教
育
史
と
科
学
社
会
学；

分
析
単
位
は
十
八
歳
人
口
と
知
識

素
材
、
範
囲
は
主
と
し
て
教
育
と
研
究
・
教
育
・
サ
ー
ビ
ス
・
管
理
運
営；

ア
プ

ロ
ー
チ
は
歴
史
的
・
構
造
的
・
段
階
的
・
垂
直
的
・
ア
ナ
ロ
グ
的
と
社
会
学
的
・

機
能
的
・
同
時
的
・
水
平
的
・
デ
ジ
タ
ル
的；

文
化
型
は
特
殊
・
米
国
と
普
遍
・

世
界
各
国；

理
論
の
適
応
範
囲
は
農
業
社
会
・
産
業
社
会
と
知
識
社
会
、
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

知
識
モ
デ
ル
の
中
核
で
あ
り
、前
提
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
研
究
活
動
は
、

エ
リ
ー
ト
、
マ
ス
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
各
段
階
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
営
み
で
あ

る
事
実
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
は
、
教
育
を
説
明

す
る
モ
デ
ル
と
し
て
は
か
な
り
有
効
で
も
あ
る

）
11
（

。
事
実
、
教
育
・
学
習
の
側
面
で

あ
る
選
択
制
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
制
、
単
位
累
積
を
基
礎
に
し
て
成
立
す
る
移
籍
や
教

育
機
会
の
開
放
に
伴
う
教
育
課
程
、
教
育
内
容
・
方
法
の
多
様
化
と
統
合
、
さ
ら

に
は
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
制
度
が
開
発
し
た
制
度
や
機
能
の
追
随
、
踏
襲
、
移

植
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

知
識
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
の
長
所
を
見
極
め
る
こ
と
と
さ
れ

る
。
知
識
モ
デ
ル
で
は
、学
事
（academ

ic w
ork

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
事
は
、

学
習
・
教
育
・
研
究
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
学
事
は
、
ボ
イ
ヤ
ー

が
指
摘
し
た
学
識
（scholar ship

）
の
構
成
要
素
で
あ
る
発
見
・
統
合
・
教
育
・

サ
ー
ビ
ス
と
も
重
な
り
合
っ
て
い
る

）
11
（

。
量
と
質
の
調
整
が
伴
わ
れ
る
点
で
は
、
ト

ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル
が
知
識
モ
デ
ル
の
特
徴
で
あ
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
の
長

所
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
教
育
を
通
じ
た
段
階
的
要
素
と
並
行
的
要
素
の
葛
藤
に

着
目
し
た
方
法
論
的
枠
組
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

前
述
し
た
ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
段
階
発
展
説
の
特
徴
で
あ
る
「
構
造
＝
歴
史
理

論
」
は
、
前
段
階
の
諸
形
態
や
機
能
が
つ
ね
に
残
存
し
生
き
延
び
、
エ
リ
ー
ト
段
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階
の
機
能
・
構
造
の
う
え
に
マ
ス
型
の
新
し
い
機
能
・
構
造
が
つ
け
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
体
的
な
構
造
の
質
の
変
化
が
生
ず
る
と
さ
れ
る

）
1（
（

。

　

高
等
教
育
発
展
段
階
説
の
特
徴
で
あ
る「
構
造
＝
歴
史
理
論
」に
お
け
る
エ
リ
ー

ト
段
階
の
機
能
・
構
造
の
う
え
に
マ
ス
型
の
新
し
い
機
能
・
構
造
の
付
加
は
、
教

育
の
機
能
と
さ
れ
る
基
礎
社
会
、
あ
る
い
は
総
合
社
会
に
お
け
る
一
般
化
・
特
殊

化
・
個
別
化
の
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
一
般
化
の
機
能
に
お
い
て
要
請
さ

れ
る
特
殊
化
・
個
別
化
と
の
関
係
を
基
調
と
す
る

）
11
（

。前
述
し
た
ポ
ス
ト
大
衆
化
は
、

ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
段
階
発
展
説
に
導
入
さ
れ
た
「
中
間
段
階
の
概
念
」
に
該
当

す
る

）
11
（

。
い
わ
ゆ
る
社
会
学
的
決
定
論
は
、
知
的
活
動
が
常
に
あ
る
一
定
の
社
会
と

相
関
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
に
は
そ
の
知
的

活
動
は
無
意
味
な
も
の
と
な
り
、
社
会
の
一
定
の
段
階
で
発
生
し
た
思
想
は
他
の

段
階
に
あ
る
社
会
と
は
何
ら
関
係
を
も
た
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
指
す

）
11
（

。「
中

間
段
階
の
概
念
」
の
挿
入
は
、
ト
ロ
ウ
の
高
等
教
育
段
階
発
展
説
が
社
会
学
的
決

定
論
と
は
異
な
り
、
個
別
化
・
特
殊
化
も
視
野
に
入
れ
た
社
会
学
理
論
で
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

ボ
イ
ヤ
ー
が
一
九
八
〇
年
代
の
カ
レ
ッ
ジ
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
提
唱
し
た

統
合
必
修
科
目
（integrated core

）
と
専
攻
の
拡
充
（enriched m

ajor
）
に

し
て
も
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
中
盤
に
か
け
て
ひ
と
つ
と
し

て
提
案
さ
れ
た
役
割
葛
藤
モ
デ
ル
（role-conflict m

odel

）
の
主
眼
で
あ
る
広

い
理
論
的
脈
略
の
な
か
に
専
攻
を
お
く
こ
と
を
通
じ
た
大
学
の
共
通
基
盤
で
あ
る

学
問
の
意
味
と
態
度
の
再
検
討
と
と
も
に
、
前
述
し
た
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育

課
程
の
広
領
域
化
の
中
核
原
理
の
再
確
認
が
要
請
さ
れ
る

）
11
（

。
一
般
教
育
の
特
徴
で

あ
る
有
機
的
関
連
性
は
社
会
学
で
も
用
い
ら
れ
る
が
、
生
物
学
に
由
来
す
る
。
教

育
を
通
じ
た
段
階
的
要
素
と
並
行
的
要
素
の
葛
藤
は
、
建
設
的
批
判
主
義
が
意
図

す
る
保
守
機
能
と
革
新
機
能
の
調
和
を
導
き
出
す
。
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ

ル
は
、
一
般
教
育
の
基
礎
概
念
で
あ
る
自
由
学
芸
と
教
育
学
の
連
続
的
把
握
を
基

礎
と
す
る
方
法
論
的
枠
組
と
い
う
見
方
も
成
立
す
る
。

（
３
）
教
育
課
程
の
全
体
化

　

現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
第
四
十
二
条
第
二
項
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る

規
定
と
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
行
わ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
に
お
け
る
「
第
二
次
報
告
」
で
は
、
次
の
よ

う
な
留
意
事
項
が
存
在
す
る

）
11
（

。

　
　

 『
・ 

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
職
業
意
識
の
形
成
に
関
す
る
授
業
科
目
を
開
設
し

て
い
る
大
学
等
が
約
七
割
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
状
況
が
各
大

学
の
特
徴
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
般
教
育
と

専
門
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
。

　
　

 

・ 

現
行
の
大
学
設
置
基
準
で
は
、
教
育
課
程
及
び
そ
れ
を
構
成
す
る
授
業

等
に
関
す
る
規
定
は
、大
学
の
自
主
性
、自
律
性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、

必
要
最
小
限
度
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
と
の
均
衡

を
失
わ
な
い
こ
と
』

　

留
意
事
項
に
お
け
る
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
制
度
設

計
と
い
う
指
摘
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
関
連
性
を
念
頭
に
お
い
た
う
え
で
一
般

教
育
と
専
門
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
制
度
設
計
を
心
掛
け
る
と
も
言
い
得

る
。

　

現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
は
、
現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
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第
十
九
条
第
二
項
を
受
け
た
条
項
で
も
あ
る
。「
総
合
的
な
判
断
力
」
は
、

一
九
六
三
年
一
月
二
十
九
日
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
『
大
学
教
育
の
改
善
に
つ

い
て
』
に
お
け
る
「
広
い
教
養
を
支
え
、
学
問
の
専
門
化
に
よ
っ
て
起
き
得
る
欠

陥
を
除
き
、
総
合
的
か
つ
自
主
的
な
判
断
力
を
養
う
」
に
溯
る
こ
と
が
で
き
る
条

項
で
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
総
合
的
な
判
断
力
」
に
関
し
て
は
、
大
学
紛
争
直

後
で
あ
る
一
九
七
〇
年
八
月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
た
省
令
大
学
設
置
基
準
の
一

部
改
正
の
際
に
も
文
部
省
は
高
く
支
持
し
て
い
た

）
11
（

。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
後

半
に
か
け
て
武
部
久
や
関
正
夫
、
後
藤
邦
夫
が
言
及
、
あ
る
い
は
指
摘
し
て
い
た

よ
う
に
、
現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
に
お
い
て
も
一
般
教
育
に
関
す
る
条
項
は
事

実
上
、
存
在
す
る

）
11
（

。

　

し
か
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
そ
の
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九
七
〇
年
代
以

降
、
普
通
教
育
の
再
編
成
原
理
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入

に
伴
う
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
た
制
度
設
計
は
、
教
育
課

程
の
全
体
化
の
関
連
性
に
お
い
て
一
般
教
育
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。

　

教
育
課
程
の
全
体
化
（entire curriculum

）
は
、
学
習
者
が
到
達
し
て
い
る

成
熟
の
段
階
（stage of m
aturity

）
に
し
た
が
っ
て
学
習
活
動
や
教
材
の
内
容

が
選
択
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
の
段
階
の
学
校
の
特
殊
的
な
目
標
や
教
育
課
程
に

関
連
し
て
理
解
し
構
成
さ
れ
る
。
大
学
レ
ベ
ル
の
一
般
教
育
は
、
第
十
三
学
年
か

ら
第
十
六
学
年
と
も
称
さ
れ
る

）
11
（

。
教
育
課
程
の
全
体
化
の
趣
旨
で
あ
る
一
貫
し
た

教
育
内
容
と
同
一
の
教
育
目
的
の
達
成
の
対
象
に
は
初
等
・
中
等
教
育
と
と
も

に
、
高
等
教
育
も
含
ま
れ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
統
合
の
程
度
は
、
中
学
校
教
育
段
階
か
ら
漸
次
、
開
始
さ
れ
る

専
門
教
育
の
影
響
も
受
け
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
①
教
育
課
程
の
全
体
化
に
お
け
る

中
核
的
概
念
と
し
て
一
般
教
育
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
②
前
述
し
た
一
般
教

養
科
目
が
専
門
教
養
と
一
対
の
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
科
目
で
あ
る
こ

と
、
③
新
制
大
学
に
お
け
る
専
門
教
育
が
本
来
、
普
通
教
育
の
範
囲
内
に
お
け
る

専
門
教
育
で
あ
る
こ
と
、
④
専
門
教
育
の
比
重
の
著
し
い
高
ま
り
に
伴
っ
て
一
般

教
養
の
教
育
内
容
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
大
学
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
関
し

て
は
一
般
教
育
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る

）
1（
（

。

こ
の
う
ち
、
①
の
教
育
課
程
の
全
体
化
に
お
け
る
中
核
的
概
念
と
し
て
一
般
教
育

が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課

程
の
広
領
域
化
に
関
す
る
中
核
原
理
と
し
て
の
導
入
と
も
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。

　

教
育
課
程
の
全
体
化
は
、
教
育
制
度
と
教
育
課
程
の
連
動
的
な
把
握
が
伴
わ
れ

る
。
生
涯
学
習 

（lifelong learning

） 

は
、 

学
習
者
側
に
よ
る
教
育
制
度
の
全
面

的
な
再
構
成
、
お
よ
び
支
援
方
策
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
成
人

教
育
（adult education

）
と
生
涯
教
育
（lifelong integrated education

）

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
さ
れ
た
教
育
期
間
と
教
育
機
会
の
拡
充
、
生
涯
発
達

の
保
障
の
推
進
要
素
と
し
て
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

水
平
的
統
合
と
垂
直
的
統
合
は
、
大
学
レ
ベ
ル
の
一
般
教
育
、
と
り
わ
け
総
合

コ
ー
ス
（integrated course

）
と
生
涯
学
習
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
。
前
者

は
教
材
構
成
や
教
育
課
程
の
編
成
・
構
成
を
通
じ
た
包
括
的
コ
ー
ス
や
広
域
学

科
、
学
科
関
連
的
コ
ー
ス
、
部
門
的
コ
ー
ス
、
あ
る
い
は
学
科
入
門
コ
ー
ス
な
ど

に
う
か
が
え
る
学
内
組
織
の
再
編
成
に
及
び
、
後
者
は
、
時
系
列
的
な
総
合
と
空

間
的
な
統
合
を
通
じ
た
学
習
者
側
に
よ
る
教
育
制
度
の
全
面
的
再
構
成
、
お
よ
び

そ
の
支
援
方
策
に
即
し
て
用
い
ら
れ
る

）
11
（

。



広島大学文書館紀要　第20号（2018年）

― 47 ―

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
生
涯
学
習
社
会
推
進
の
中
核
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
たself-directed learning

は
、
カ
レ
ッ
ジ
レ
ベ
ル
の
卒
業
生
の
大

多
数
が
身
に
つ
け
る
学
習
方
法
で
あ
る

）
11
（

。general education

は
、
も
と
も
と

成
人
教
育
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
教
育
段
階
に
運
用
さ
れ
る
概
念
と
さ
れ
る

）
11
（

。
水
平

的
統
合
と
垂
直
的
統
合
は
、
一
般
教
育
が
教
育
の
社
会
的
機
能
の
拡
充
に
関
与
す

る
概
念
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル
に
お
い
て
指
向

さ
れ
る
量
と
質
の
調
整
と
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ
る
変
動
社
会
に
お

け
る
既
存
領
域
の
再
統
合
と
新
し
い
領
域
へ
の
再
編
成
へ
の
連
続
的
把
握
を
示
唆

す
る

）
11
（

。

お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、
教
育
課
程
論
と
応
用
社
会
学
に
共
通
す
る
社
会
改
良
の
範
囲
に

着
目
し
な
が
ら
、
一
般
教
育
の
基
礎
概
念
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
。
大
学
の

general

は
、
新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適
応
を
意
味
す
る
。
一
般
教
育
は
、

自
由
学
芸
に
該
当
す
る
諸
領
域
を
横
切
り
な
が
ら
新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適

応
に
関
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
一
般
教
育
に
関
し
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
教
養
教
育
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
学
術
分
類
上
で
は
、
教
育

学
は
、
専
門
職
業
分
野
に
分
類
さ
れ
る
学
問
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ

は
一
方
で
は
、
教
育
学
は
新
旧
文
化
諸
要
素
間
の
相
互
適
応
の
対
象
範
囲
に
該
当

す
る
と
い
う
命
題
も
成
立
さ
せ
る
。

　

一
般
教
育
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
広
領
域
化
に
関
す
る
中
核
的

原
理
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
般
教
育
と
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
密

接
な
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
教
科
の
枠

を
取
り
外
す
考
え
か
た
の
す
べ
て
の
分
野
へ
の
拡
大
に
存
在
す
る
。
事
実
、
広
領

域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
大
き
な
文
化
領
域
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
そ
の
事
例
に
は
、

大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
人
文
科
学
」「
社
会
科
学
」「
自
然

科
学
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

社
会
改
良
の
範
囲
が
問
わ
れ
る
学
問
領
域
と
し
て
は
、
社
会
学
と
教
育
社
会
学

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
一
般
社
会
学
は
、
個
別
化
的
認
識
の
欠
如
が
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
教
育
社
会
学
に
お
け
る
教
育
の
社
会
学
（sociology of 

education

）
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
に
関
し
て
は
、
特
殊
社
会
学
が
陥
り

や
す
い
社
会
の
全
体
像
、
あ
る
い
は
道
徳
哲
学
か
ら
の
乖
離
も
見
受
け
ら
れ
な
く

も
な
い
。わ
が
国
の
大
学
改
革
・
大
学
教
育
改
革
は
、基
本
的
に
は
伝
統
的
学
部
・

学
科
等
に
お
け
る
学
士
課
程
へ
の
対
応
に
等
し
い
も
の
が
あ
る
。
大
学
改
革
・
大

学
教
育
改
革
の
中
核
的
用
語
は
い
ず
れ
も
、
一
般
教
育
導
入
時
期
に
導
入
さ
れ
た

教
育
学
用
語
で
も
あ
る
。
一
般
教
育
「
教
育
」
は
教
育
が
万
人
の
も
の
と
さ
れ
る

と
と
も
に
、
中
間
領
域
の
開
拓
も
試
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
教
育
の
機
能
と
さ
れ

る
基
礎
社
会
、
あ
る
い
は
総
合
社
会
に
お
け
る
一
般
化
・
特
殊
化
・
個
別
化
の
機

能
の
バ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
一
般
化
の
機
能
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
特
殊
化
・
個

別
化
と
の
関
係
と
も
呼
応
す
る
。
一
般
教
育
「
教
育
」
は
、
社
会
科
学
系
列
の
開

講
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
育
の
機
能
が
基
礎
社
会
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、
教
育
学
が
道
徳
哲
学
的
な
学
問
領
域
で
も
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
責
任
学
部
と
さ
れ
た
文
理
学
部
や
学
芸
学
部
に

し
て
も
、
自
由
学
芸
と
教
育
学
の
提
携
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
。
一
般
教
育
は
、
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変
動
社
会
に
お
け
る
自
由
教
育
と
も
称
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
変
動
社
会
に

呼
応
す
る
幅
と
段
階
が
要
請
さ
れ
る
。
一
般
教
育
の
基
礎
概
念
は
、
自
由
学
芸
と

教
育
学
の
連
続
的
把
握
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
新
制

大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
広
領
域
化
に
関
す
る
中
核
的
原
理
と
し
て
の
導
入
と

初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
を
対
象
と
す
る
教
育
課
程
の
全
体
化
の
中
核
的
原
理
に

は
対
応
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
新
た
な
国
際
比
較
研
究
の
枠
組
と
し
て
提
唱
さ
れ

て
い
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル
に
う
か
が
い
知
れ
る
一
般
教
育
の
統
合
性

は
、
そ
の
あ
た
り
を
裏
づ
け
さ
せ
る
。

　

現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
の
三
「
大
学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の

内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も

の
と
す
る
」
は
、
一
般
教
育
に
関
す
る
事
実
上
の
条
項
で
あ
る
同
第
十
九
条
第
二

項
「
総
合
的
な
判
断
力
の
涵
養
」
を
受
け
た
条
項
で
あ
る
。
共
通
教
育
の
教
育
内

容
は
、
新
制
大
学
へ
の
移
行
当
初
、
一
般
教
育
の
意
味
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
た
基

礎
陶
冶
と
高
次
の
一
般
陶
冶
の
連
続
性
と
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
現
行
省
令
大
学
設
置
基
準
第
七
条
第
二
項
教
員
の
「
適
切
な
役
割
分

担
の
下
で
の
組
織
的
な
連
携
体
制
の
確
保
」
は
、
学
士
課
程
が
自
由
社
会
に
要
請

さ
れ
る
現
実
的
な
接
点
を
追
い
求
め
る
姿
勢
と
専
攻
の
細
分
化
、断
片
化
の
克
服
、

双
方
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
条
項
で
も
あ
る
。
学

士
課
程
は
、
大
学
レ
ベ
ル
の
一
般
教
育
を
構
成
原
理
と
す
る
教
育
段
階
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
一
般
教
育
の
基
礎
概
念
で
あ
る
自
由
学
芸
と
教
育
学
の
連
続
的
把
握
が

要
請
さ
れ
る
。

　

一
般
教
育
は
、
森
有
礼
が
最
初
に
使
っ
た
用
語
と
さ
れ
、
元
来
は
普
遍
教
育

（universal education

）
を
意
味
し
て
い
た
。
直
線
型
教
育
制
度
に
し
て
も
、

戦
前
期
の
構
想
で
あ
る
。
特
殊
社
会
学
と
し
て
の
教
育
社
会
学
へ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
シ
フ
ト
に
し
て
も
、
一
般
教
育
「
教
育
」
の
事
実
上
の
廃
止
と
も
重
な
っ
て

い
る
。
一
般
教
育
の
歴
史
的
考
察
は
、
理
論
史
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
必
要
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
日
に
期
し
た
い
。

注（
１
） 

扇
谷
尚「
一
般
教
育
の
本
質
面
か
ら
」一
般
教
育
学
会
第
四
回
大
会
実
行
委
員
会
・

準
備
委
員
会
編
『
一
般
教
育
学
会
第
四
回
（
一
九
八
二
年
）
大
会
発
表
要
旨
集
録
』、

一
九
八
二
年
、
二
頁
。

（
２
）
大
学
教
育
学
会
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編 

二
〇
〇
四
、『
あ
た
ら
し
い
教
養
教

育
を
め
ざ
し
て 

― 

大
学
教
育
学
会
二
十
五
年
の
歩
み
・
未
来
へ
の
提
言 

― 

』

東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
四
八
頁
。

（
３
） 

関
正
夫
「
学
士
課
程
教
育
と
し
て
の
一
般
教
育
と
専
門
教
育 

― Faculty 
D

evelopm
ent

の
観
点
か
ら 

― 

」『
立
命
館
大
学
教
育
科
学
研
究
』
第
二
号
、

一
九
九
二
年
、
五
六
～
五
八
頁
。

（
４
） 

藤
沢
令
夫
「
学
問
の
原
方
向
性 

― 

一
般
と
専
門
の
区
別
を
め
ぐ
っ
て 

― 

」『
一

般
教
育
学
会
誌
』
第
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。

（
５
）
昭
和
二
十
五
年
度
教
育
指
導
者
講
習
會
編
『
第
六
回
教
育
指
導
者
講
習
會
研
究
集

録
Ⅳ
教
育
原
理
』
一
九
五
一
年
、
二
〇
八
頁
。

（
６
） 

玉
蟲
文
一
『
科
学
と
一
般
教
育
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
、
十
一
頁
、
玉
蟲 

文
一
『
科
学
・
教
育
・
随
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
七
一
頁
。

（
７
） 

関
正
夫
「
大
学
教
育
に
関
す
る
研
究 

― 

回
顧
と
展
望 

― 

」『
大
学
論
集
』
第

二
二
集
、
広
島
大
学
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
、
関
正
夫
「
大
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学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す
る
回
顧
と
展
望 

― 

学
士
課
程
教
育
を
中
心
と
し

て 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
三
六
集
、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
。

（
８
）
関
正
夫
「
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す
る
回
顧
と
展
望 

― 

学
士
課
程
教
育

を
中
心
と
し
て 
― 
」『
大
学
論
集
』
第
三
六
集
、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
。

（
９
）
関
正
夫
「
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す
る
回
顧
と
展
望 

― 

学
士
課
程
教
育

を
中
心
と
し
て 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
三
六
集
、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
三
四
～
三
六
頁
。

（
10
）
関
正
夫
「
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
関
す
る
回
顧
と
展
望 

― 

学
士
課
程
教
育

を
中
心
と
し
て 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
三
六
集
、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
五
九
頁
。

（
11
）
松
浦
良
充
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
め
ぐ
る
理
解
と
誤
解
」『
教
育
文
化
』
第

一
三
号
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教
育
学
研
究
室
、
一
九
頁
。

（
12
） 

大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史
編
さ
ん
室
編『
大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史
通
史
編
』、

四
八
二
頁
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

（
13
）
大
學
基
準
協
會
『
大
學
に
於
け
る
一
般
教
育 

― 

一
般
教
育
研
究
委
員
會
第
一
次

中
間
報
告
書 

― 

』
一
九
四
九
年
、
一
二
頁
、
大
學
基
準
協
會
『
大
學
に
於
け
る

一
般
教
育 

― 

一
般
教
育
研
究
委
員
會
第
二
次
中
間
報
告
書 

― 

』一
九
五
〇
年
、

一
七
頁
。

（
14
）
志
津
木
敬
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
全
国
的
組
織
化
に
関
す
る
考
察
（
そ
の
３
） 

― 『
全
国
集
会
』
開
催
要
求 

― 

」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
四
号
、

二
〇
一
二
年
、
三
一
頁
。

（
15
）
安
彦
忠
彦
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
類
型
」
細
谷
俊
夫
他
編
『
新
教
育
学
事
典
』
第
二

巻
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
五
六
頁
。

（
16
）
宇
賀
博
『「
社
会
科
学
」
か
ら
社
会
学
へ 

― 

ア
メ
リ
カ
社
会
学
思
想
史 

― 

』

恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
七
六
年
、
二
五
七
頁
。

（
17
） 

早
瀬
利
雄
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
成
立
史
論
』
日
本
評
論
新
社
、
一
九
五
八
年
、

二
三
頁
。

（
18
） 

鈴
木
そ
よ
子「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
類
型
の
理
解
に
お
け
る
多
様
化
」『
国
際
経
営
論
集
』

№

 

45
、
神
奈
川
大
学
経
営
学
部
、
二
〇
三
頁
。

（
19
）
佐
々
木
吉
郎
「
一
般
教
育
の
今
後
の
あ
り
方
」
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教

育
研
究
会
編
『
第
八
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』

一
九
五
九
年
、
一
一
～
一
二
頁
。

（
20
） 

寺
﨑
昌
男
「
戦
後
日
本
の
大
学
教
育
と
教
養
教
育 

― 

そ
の
伝
統
と
課
題 

― 

」 

『
一
般
教
育
学
会
誌
』
第
一
七
巻
第
二
号
参
照
。

（
21
） 

国
立
大
學
協
會 

「
第
三
回
総
會
」 『
會
報
』 

第
二
號
、 

国
立
大
学
協
会
、 

一
九
五
一

年
、
二
一
～
二
二
頁
。

（
22
）
前
田
博
『
教
育
の
本
質
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
、
六
九
頁
。

（
23
）
安
彦
忠
彦
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
類
型
」
細
谷
俊
夫
他
編
『
新
教
育
学
事
典
』
第
二

巻
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
五
五
～
五
六
頁
。

（
24
）
ち
な
み
に
、
一
九
五
五
年
十
月
九
日
に
弘
前
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
５
回

東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
総
会
に
て
文
部
省
大
学
学
術
局
視
学

官
・
花
井
重
次
が
行
っ
た
講
演
「
高
等
学
校
教
科
課
程
の
改
正
と
大
学
教
育
に
つ

い
て
」
に
お
け
る
質
疑
応
答
で
は
、
教
科
課
程
と
教
育
課
程
の
二
つ
の
呼
び
方
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
意
味
に
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
花
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井
重
次
が
「
違
い
は
な
い
。
教
育
課
程
の
方
が
よ
い
と
思
う
」
と
返
答
し
た
記
録

が
存
在
す
る
。
花
井
重
次
「
高
等
學
校
教
科
課
程
改
正
と
大
學
教
育
に
つ
い
て
」

東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
編
『
第
五
回
東
北
北
海
道
地
区
大
学

一
般
教
育
研
究
会
総
会
研
究
会
要
録
』
一
九
五
六
年
、
五
頁
を
参
照
。

（
25
）
前
田
博
『
教
育
の
本
質
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
一
頁
。

（
26
）
加
野
芳
正
「
科
学
知
と
し
て
の
教
育
社
会
学
」
日
本
教
育
社
会
学
会
編
『
教
育
社

会
学
研
究
』
第
六
四
集
、
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
六
頁
。

（
27
） 

濱
島
朗
・
竹
内
郁
郎
・
石
川
晃
弘
編「
教
育
社
会
学
」『
社
会
学
小
辞
典［
増
補
版
］』

有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
、
七
〇
頁
。

（
28
）
関
正
夫
「
社
会
の
変
動
と
学
問
・
教
育
へ
の
影
響 

― 

現
代
大
学
の
本
質
的
問
題

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
二
四
集
、
広
島
大
学
・
大
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
、
九
頁
。

（
29
）
ラ
ザ
ー
ス
ス
ェ
ル
ド
・
Ｐ
、
レ
イ
ツ
・
Ｊ
、
パ
ネ
ラ
・
Ａ
、
斎
藤
吉
雄
監
訳
『
応

用
社
会
学 

― 

調
査
研
究
と
政
策
実
践
』
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
九
年
、
五
〇

頁
を
参
照
。
な
お
、
社
会
学
、
ひ
い
て
は
特
殊
社
会
学
に
お
け
る
普
遍
化
的
認
識

と
個
別
化
的
認
識
の
統
合
は
、
綜
合
社
会
学
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
新
明

正
道
『
綜
合
社
会
学
の
構
想
』
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
六
九
年
、
三
二
七
～

三
二
八
頁
を
参
照
。

（
30
）
天
野
郁
夫
「
日
本
の
高
等
教
育
研
究
」
日
本
高
等
教
育
学
会
編
『
高
等
教
育
研
究
』

第
一
集
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
、
一
七
頁
。

（
31
）
有
本
章
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

の
視
点
」『
大
学
論
集
』
第
三
三
集
、広
島
大
学
・
高
等
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
、
一
三
頁
。

（
32
）
橋
本
俊
彦
「
大
学
教
育
原
理
と
一
般
教
育
の
教
育
学
的
基
礎
」『
北
海
道
学
芸
大

学
紀
要
（
第
一
部
Ｃ
）』
第
一
三
巻
第
二
号
、
一
九
六
二
年
、
一
一
頁
。

（
33
）
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ズ
に
関
し
て
は
、絹
川
正
吉
「
現
代
の
教
養
教
育
論
」『
大
学
論
集
』

第
二
八
集
、
一
九
九
八
年
、
広
島
大
学
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
参
照
。

（
34
）
マ
ン
ハ
イ
ム
、
Ｋ
、
森
博
訳
『
保
守
主
義 

― 

思
想
史
的
背
景
と
現
代
性 

― 

』

誠
信
書
房
、
一
九
五
八
年
、
一
八
八
頁
。

（
35
）
富
永
健
一
『
社
会
変
動
の
理
論
』
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
、
二
三
〇
～
二
三
七

頁
。

（
36
）
天
野
郁
夫
「
日
本
の
高
等
教
育
研
究
」
日
本
高
等
教
育
学
会
編
『
高
等
教
育
研
究
』

第
１
集
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
、
一
一
頁
、
有
本
章
「
高
等
教
育
の

国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル
の
視
点
」『
大
学
論
集
』

第
三
三
集
、
広
島
大
学
・
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
、
三
頁
。

（
37
）
有
本
章
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

の
視
点
」『
大
学
論
集
』
第
三
三
集
、広
島
大
学
・
高
等
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
、
有
本
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の

構
造
と
機
能 

― 

そ
の
類
似
性
に
関
す
る
国
際
比
較
試
論 

― 

」『
大
学
論
集
』

第
三
九
集
、
二
〇
〇
七
年
、
広
島
大
学
・
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
九
八

頁
、
中
村
高
康
「
高
等
教
育
研
究
と
社
会
学
的
想
像
力 

― 

高
等
教
育
社
会
学
に

お
け
る
理
論
と
方
法
の
今
日
的
課
題 

― 

」
日
本
高
等
教
育
学
会
編
『
高
等
教
育

研
究
』
第
一
〇
集
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。
な
お
、
中
村
康

高
は
、
高
等
教
育
研
究
を
教
育
社
会
学
隣
接
領
域
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
中
村
高

康
「
後
期
近
代
の
理
論
と
教
育
社
会
学 

― A
. Giddens

の
ハ
イ
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ

論
を
中
心
と
し
て 

― 

」
日
本
教
育
社
会
学
会
編
『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
九
四
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集
、
東
洋
館
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
四
七
頁
。

（
38
）
有
本
章
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

の
視
点
」『
大
学
論
集
』
第
三
三
集
、広
島
大
学
・
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
、
七
頁
。

（
39
）
有
本
章
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

の
視
点
」『
大
学
論
集
』
第
三
三
集
、広
島
大
学
・
高
等
教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
、
一
二
頁
。

（
40
）
天
野
郁
夫
・
喜
多
村
和
之
「
解
説
」
一
九
七
六
年
、
一
九
三
頁
、
ト
ロ
ウ
・
マ
ー

チ
ン
、
天
野
郁
夫
・
喜
多
村
和
之
訳
『
高
学
歴
化
社
会
の
大
学
』
東
京
大
学
出
版

部
、
一
九
七
六
年
。

（
41
） 

正
確
に
は
、発
見
の
学
識（scholarship of discover

）、統
合
の
学
識（scholarship 

of integration

）、 

応
用
の
学
識 

（scholarship of application of application

）、

教
育
の
学
識
（scholarship of teaching

）
と
称
さ
れ
る
。
な
お
、
個
々
の
学

識
に
つ
い
て
は
、
ボ
イ
ヤ
ー
、
Ｅ
、
有
本
章
訳
『
大
学
教
授
職
の
使
命 

― 

ス
カ

ラ
ー
シ
ッ
プ
再
考 

― 

』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
、
三
九
～
五
二
頁
を

参
照
。

（
42
） 

ボ
イ
ヤ
ー
、
Ｅ
、
有
本
章
訳
『
大
学
教
授
職
の
使
命 

― 

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
再

考 

― 

』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
、
一
七
頁
。

（
43
）
教
師
養
成
研
究
会
『
教
育
社
会
学 

― 

人
間
の
社
会
的
形
成 

― 

』（
教
師
養
成

研
究
会
叢
書
第
七
輯
）
学
芸
図
書
、
一
九
五
二
年
、
三
九
～
四
一
頁
を
参
照
。
基

礎
社
会
、
あ
る
い
は
総
合
社
会
か
ら
の
教
育
の
機
能
の
発
展
に
関
し
て
は
、
教
師

養
成
研
究
会
『
教
育
社
会
学 

― 

人
間
の
社
会
的
形
成 

― 

』（
教
師
養
成
研
究

会
叢
書
第
七
輯
）
学
芸
図
書
、
一
九
五
二
年
、
四
〇
頁
、
清
水
義
弘
『
教
育
社
会

学
の
構
造
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
五
五
年
、
二
六
一
頁
、
扇
谷
尚
「
一
般
教
育

の
本
質
面
か
ら
」一
般
教
育
学
会
第
四
回
大
会
実
行
委
員
会
・
準
備
委
員
会
編『
一

般
教
育
学
会
第
四
回
（
一
九
八
二
年
）
大
会
発
表
要
旨
集
録
』、
一
九
八
二
年
、

三
頁
を
参
照
。

（
44
）
ハ
ッ
チ
ン
ス
、
Ｒ
、
田
中
久
子
訳
『
偉
大
な
る
対
話
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
、

一
一
五
頁
を
参
照
。

（
45
）
有
本
章
「
高
等
教
育
の
国
際
比
較
研
究
に
お
け
る
ト
ロ
ウ
モ
デ
ル
と
知
識
モ
デ
ル

の
視
点
」『
大
学
論
集
』
第
三
三
集
、
広
島
大
学
・
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
三
年
、
一
一
頁
。

（
46
）
役
割
葛
藤
モ
デ
ル
の
提
案
は
、
扇
谷
尚
「
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
内
面
的
関
連

性
の
研
究 

― 

統
合
理
論
の
樹
立
を
め
ざ
し
て 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
五
集
、

広
島
大
学
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
、
扇
谷
尚
「
一
般
教
育
の

理
念 

― 

そ
の
復
活
原
理
の
探
究 

― 

」『
研
究
セ
ン
タ
ー
報
』
創
刊
号
、
関
西

大
学
一
般
教
育
等
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
、
扇
谷
尚
「
一
般
教
育
と
専
門

教
育
の
統
合
理
論
に
関
す
る
研
究 

― 

役
割
葛
藤
モ
デ
ル
に
も
と
づ
く
大
学
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
構
想 

― 

」『
日
本
教
育
學
会
第
三
十
六
回
大
會
発
表
要
旨
集
録
』、

日
本
教
育
学
会
、
一
九
七
七
年
、
扇
谷
尚
「
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
と
専
門
教

育
の
有
機
的
関
連
に
つ
い
て
」
国
庫
助
成
に
関
す
る
私
立
大
学
教
授
会
関
東
連
絡

協
議
会
『
研
究
資
料
』
№
17
、
一
九
八
三
年
を
参
照
。
専
門
家
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト

の
拡
充
と
も
言
い
得
る
点
で
は
、ギ
デ
ン
ズ
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
は
、

役
割
葛
藤
モ
デ
ル
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
推
察
さ
れ

る
。
廣
田
拓
「
ギ
デ
ン
ズ
の
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
概
念
に
お
け
る
専
門
家
と
大

衆
の
関
係
の
検
討 

― 

人
称
代
名
詞
の
観
点
か
ら 

― 

」
日
本
社
会
学
理
論
学
会
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編
『
現
代
社
会
学
理
論
研
究
』
第
９
号
、
人
間
の
科
学
新
社
、
二
〇
一
五
年
を
参

照
。

（
47
） 
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会 

質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
『
大
学
に
お
け
る
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
の
実
施
に
つ
い

て
』
二
〇
〇
九
年
。

（
48
）
佐
藤
信
夫
・
遠
藤
真
二
「
一
般
教
育
と
し
て
の
総
合
科
目
」『
一
般
教
育
研
究
委

員
会 

― 

一
般
教
育
の
回
顧
と
展
望 

― 

』（
Ｊ
・
Ｕ
・
Ｕ
・
Ａ
内
外
大
学
関
係

情
報
資
料
７
）
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
、
一
九
八
〇
年
、
一
一
三
頁
。

（
49
） 

武
部
久「
新
し
い
大
学
像
を
求
め
て
」『
教
養
部
改
革
調
査
報
告
書 

平
成
三
年
三
月
』

名
古
屋
大
学
、
一
九
九
一
年
、
六
六
頁
、
武
部
久
「
一
般
教
育
の
将
来
像 

― 

大

学
審
議
会
大
学
教
育
部
会
『
審
議
の
概
要
（
そ
の
二
）
に
関
連
し
て
』 

― 

」『
一

般
教
育
学
会
誌
』
第
一
三
巻
第
一
号
、
二
三
頁
、
関
正
夫
『
日
本
の
大
学
教
育
の

現
状
と
課
題 

― 

歴
史
的
・
国
際
的
視
点
か
ら
の
考
察 
― 
』（
高
等
教
育
研
究

叢
書
三
五
号
）、
広
島
大
学
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
、
五
三

～
五
四
頁
、
後
藤
邦
夫
「『
大
綱
化
』
の
光
と
陰 

― 

教
養
教
育
の
再
生
の
可
能

性
は
あ
る
か 

― 

」『
研
究
セ
ン
タ
ー
報
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
、
関
西
大

学
一
般
教
育
等
研
究
セ
ン
タ
ー
、
五
～
六
頁
。

（
50
）
岡
津
守
彦
、
杉
勇
、
玉
蟲
文
一
、
細
谷
俊
夫
、
前
田
陽
一
は
、
一
般
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
別
し
て
い
る
。
岡

津
守
彦
、
杉
勇
、
玉
蟲
文
一
、
細
谷
俊
夫
、
前
田
陽
一
、
記
述
・
細
谷
俊
夫
「
一

般
教
育
」『
教
育
学
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
四
年
、
六
九
～
七
〇
頁
。

扇
谷
尚
は
、
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
及
ぶ
「
一
般
」
教
育
と
い
う
表
現
を
用

い
て
い
る
。
扇
谷
尚
「
文
化
的
統
合
と
人
格
的
統
合
の
一
体
化
を
め
ざ
す
教
育
課

程
の
構
成
と
展
開
」
日
本
教
育
学
会
編
『
日
本
教
育
學
会
第
二
二
回
大
會
要
旨
集

録
』
一
九
六
三
年
、
一
七
四
頁
。
な
お
、
扇
谷
尚
に
関
し
て
は
、
初
等
教
育
に
お

け
る
単
元
学
習
の
展
開
指
導
上
の
留
意
点
と
の
関
連
性
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
小

学
校
の
一
般
教
育
に
お
け
る
指
導
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
一
般
教
育
が
教

員
自
身
の
生
涯
学
習
に
及
ぶ
問
題
で
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
教
育
の
課
題
で
あ
る

児
童
自
身
の
生
涯
学
習
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
関
す
る
指
摘
と
も
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
扇
谷
尚
『
教
育
課
程 

― 

初
等 

― 

』
岩
崎
書
店
、
一
九
五
二
年
、

一
四
一
頁
を
参
照
。
な
お
、
石
山
脩
平
は
、
一
般
教
育
原
理
の
な
か
に
大
学
教
育

も
含
め
て
い
る
。
石
山
脩
平
『
一
般
教
育
原
理
』
金
子
書
房
、
一
九
五
二
年
を
参

照
。
ま
た
、
松
浦
良
充
が
行
っ
たgeneral education

は
、
も
と
も
と
成
人
教

育
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
教
育
段
階
に
運
用
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
、
あ
る
い
は
佐
藤

浩
章
・
佐
藤
文
亮
に
お
け
るschool-U

niversity

＆U
niversity to-w

ork

は
、

教
育
課
程
の
全
体
化
に
該
当
す
る
。
松
浦
良
充
「
一
般
教
育
」
教
育
思
想
史
学
会

編
『
教
育
思
想
事
典
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
八
頁
、
佐
藤
浩
章
・
佐
藤

文
亮
「
教
養
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
試
み　

大
阪
大
学
『
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
ロ
ゴ
ス
・
パ
ト
ス
・
エ
ト
ス
』
の
紹
介
と
経
験
」
一
般
社
団
法

人
大
学
教
育
学
会
編
『
大
学
教
育
学
会
二
〇
一
七
年
度
課
題
研
究
集
会
要
旨
集
』

（
51
）
通
常
ア
メ
リ
カ
に
お
い
てgeneral higher education

と
い
う
場
合
、
カ
レ
ッ

ジ
段
階
の
学
士
課
程
に
お
け
る
一
般
教
育
を
指
し
、general higher education

は
、
初
等
普
通
教
育
、
中
等
普
通
教
育
、
高
等
普
通
教
育
お
よ
び
専
門
教
育
を
そ

れ
ぞ
れ
施
す
と
定
め
て
い
る
わ
が
国
の
学
校
教
育
法
が
大
学
の
一
般
教
育
と
高
等

学
校
に
お
け
る
高
等
普
通
教
育
と
の
相
違
が
不
明
確
な
ま
ま
制
度
が
運
営
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
松
浦
良
充
「
一
般
教
育
」
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教
育
思
想
史
学
会
編
『
教
育
思
想
事
典
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
八
頁
を

参
照
。

（
52
）
総
合
コ
ー
ス
に
関
す
る
水
平
的
統
合
と
垂
直
的
統
合
に
関
し
て
は
、
扇
谷
尚
「
統

合
（integration

）」『
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
』（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
教

育
資
料
第
二
三
集
）
民
主
教
育
協
会
、
一
九
六
二
年
、
一
四
一
頁
を
参
照
。
生
涯

学
習
論
に
お
け
る
時
系
列
的
な
統
合
と
空
間
的
な
統
合
に
関
し
て
は
、山
田
誠「
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
日
本
生
涯
学
習
学
会
編
『
生
涯
学
習
事
典
』
東
京
書
籍
、

一
九
九
〇
年
、
三
一
頁
を
参
照
。

（
53
） Guff, Jerry “G

eneral E
ducation T

oday, Critical A
nalysis of Controversies, 

Practicies, and R
eform

s” Jossey-Bass, 1983, 60p.

（
54
）
松
浦
良
充
「
一
般
教
育
」
教
育
思
想
史
学
会
編
『
教
育
思
想
事
典
』
勁
草
書
房
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
八
頁
。

（
55
）
大
学
教
育
が
含
ま
れ
る
点
で
は
、
生
涯
学
習
論
に
お
け
る
垂
直
的
統
合
と
水
平
的

統
合
に
は
必
然
的
に
、
知
識
の
論
理
が
伴
わ
れ
る
。
知
識
の
性
質
は
、
水
平
と
垂

直
へ
の
発
達
を
遂
げ
る
と
さ
れ
る
。
有
本
章
「
学
問
的
生
産
性
と
Ｆ
Ｄ
の
関
係 

― 

大
学
改
革
の
視
座 

― 

」『
大
学
論
集
』
第
二
九
集
、
広
島
大
学
・
大
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
、
一
二
頁
。

付
記　

本
論
文
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
一
〇
日
、
広
島
大
学
大
学
院
綜
合
科
学
研
究
科

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
大
学
教
育
学
会
第
三
十
九
回
大
会
テ
ー
ブ
ル
６

『
一
般
教
育
の
知
的
遺
産
を
活
か
す
（
そ
の
９
）』
に
お
け
る
当
日
配
布
資
料
に
大
幅
な

再
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
し
づ
き　

た
か
し
・
広
島
大
学
文
書
館
調
査
員
）
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Basic Concept of General Education
― Continual Consideration of Liberal Arts and Pedagogy ―

SHIZUKI Takashi 

Abstract

　　 General higher education converts and combines conflicts Alternatives and Universal 

matches them through cultural integration that promotes mutual adaptation among new and 

existing cultural  elements.   General higher education attempts  such mutual  adaptation 

among new and existing cultural elements between  liberal arts and pedagogy  in a cross-

sectional manner.  However, pedagogy is classified academically  into professional education 

while general education is considered liberal arts provided within the curriculum.  The theory 

of curriculum is associated with a range of social reforms because the arrangement and range 

are considered as foundations.  This suggests that comprehensive adaptation among new and 

existing cultural elements, which are the subjects of general education, are required over broad 

ranges or fields.  However, this suggestion also forms the proposition that pedagogy applies 

to the subject range of mutual adaptation among new and existing cultural elements.  In this 

study, we seek to identify keys to draw a contrast between the range of social reforms with 

the theory of curriculum, sociology, and educational sociology, and discuss the basic concepts 

of general education. 


